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☆【社会全般】日常生活での基本的な考え方＝「新しい生活様式」の実践例参照 

 

▼＜留意点＞ 

通常の野外スポーツをしている際にはいわゆる三密（密集、密接、密閉）条件は揃わないが、 

着替えやミーティングにおいてはこれらの条件が伴ってしまう。 

➡ラグビーはコンタクトスポーツであり「密集」「密接」は回避できない＝濃厚接触リスク 

 

緊急事態宣言解除後≪新型コロナウイルス感染症（COVID-19）拡大防止への措置≫ 

～当面は「感染拡大防止意識」の継続が求められている→社会的にも諸活動が許容される迄の間は続く～ 

 

▼不惑倶楽部規程は、以下のガイドラインに沿っています。 

 スポーツ庁 社会体育施設の再開に向けた感染拡大予防ガイドライン 

 日本スポーツ協会 スポーツイベント再開に向けた感染拡大予防ガイドライン 

 World Rugby RTP guideline ワールドラグビー Players Welfare → 「日本語」をクリック 

 東京都 事業者向け「東京都感染拡大防止ガイドライン」～「新しい日常」の定着に向けて～  

 日本協会 通達）ラグビー競技の再開に向けて 

 

１）. 当面の活動方針 

① 【練習中心】：試合は当面実施せず、練習のみを基本とする。→練習/グランド活動時に限りマスク着用はなし。 

※但しコンタクトプレーの練習は、当面避けて、各時点情勢で緩和して行く。 

※活動人数制限が設けられている関係で、第1段階では同一場所・同一時間帯の全体練習は行わず、パンツ別練習（同

一場所で行う場合はパンツ別の時間帯を設定）にとどめる。 

※試合実施については、各時点での情勢を勘案して別途判断していく。（日本協会指針を踏まえて） 

 

◆＜参考ガイドラインの例＞： 

※下記にあるワールドラグビーのリンクにある記述例です。 

→トレーニングでの対策措置の勧告 

フォワード：８人スクラムなど感染リスクの高いアクティビティは、マシーンを使って感染を防止し、トレーニングは個

別のスクラムパックで行う。 

スクラムとモールの練習は、トレーニングセッションの終盤で行い、可能であれば「休養日」の前日に行い、集団練習ま

での24〜48時間を空けるのが好ましい。 

試合後48時間は感染リスクの高いトレーニングを避けること。 

 

② 【感染対策】：活動に参加した会員から感染者が出た場合は、以下の措置をとる。 

※当該陽性会員の感染の判明した時点からさかのぼって過去３週間以内に活動に参加していなかった場合 

→予定の活動の実施を継続する。 

※上記に当てはまらない場合 

→倶楽部としての活動を最低２週間は休止とする。 

 

③ 【記録/名簿】：事後に感染者が出た場合に備え、活動機会ごとに、正確な参加者名簿を作成する。 

 

▼【ラグビー活動 具体的行動指針 参考サイト情報】： 

◎ ワールドラグビー  国内試合用試験的実施ルール 

◎ 日本協会  ラグビートレーニング再開のガイドライン （6/19 改訂 第 2 版） 

 

 

https://www.mext.go.jp/sports/content/20200514-spt_sseisaku01-000007106_1.pdf
https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/jspo/guideline.pdf
https://playerwelfare.worldrugby.org/?documentid=219
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/007/967/2020052203.pdf
https://www.rugby-japan.jp/news/2020/05/31/50483
https://www.world.rugby/news/569881
https://rugby-japan.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/file/article/142185_5eec55a78175a.pdf
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２）. 会員の活動参加条件 

① ＜体温測定＞ 活動日当日朝の体温測定で 37℃以上の者、又は体調不良を感じる者は参加できない。 

② ＜渡航歴＞ 2週間以内に海外渡航した者は活動に参加できない。 

③ ＜濃厚接触リスク対策＞ 

 家族に感染者が出た場合、最低2週間は活動に参加できない。 

 勤務先事業所等に感染者が出た場合、最低2週間は活動に参加できない。 

 

３）. 活動参加及び活動した際の注意事項 

① ＜体温報告＞グラウンド・フィー徴収時に、必ず当日朝の体温測定結果を報告する。＜参加必須条件＞ 

② ＜水分補給/たんやつば＞各人は必ず自分のペットボトル等準備し水分補給する。たんやつばは吐かない 

③ ＜手洗い＞開始前には必ず流水で手洗い実施。倶楽部で消毒液の用意が出来た際は、開始前に手を消毒する。 

④ ＜ロッカー不使用とゴミ＞ロッカールームは、使わない。 ゴミは自己回収持ち帰り 

⑤ ＜ミーティング回避＞活動前後のグラウンド内ミーティングは、原則密集して行わない。行う場合は、社会的距離（2m間隔

程度）を保持し、短時間で終える。 

⑥ ＜用具消毒＞ボール、コーン等の用具・器具は、使用前後に消毒する（消毒液が用意できなければ洗剤で洗う）。 

 

４）. その他注意事項 

① ＜体調自己管理＞平素からの体調管理に最大限注意する。咳エチケット、手洗い等を励行する。バランスのとれた食事、

適度な運動、休養、睡眠等で抵抗力を高めていく。 

② ＜日常生活において＞クラブ、ライブハウス、スポーツジム等には東京都のロードマップ段階に応じて利用、また居酒屋

等での飲酒飲食では各店舗の設定する利用条件に沿って、「密」状況回避を意識して利用の事。 

③ ＜体調悪化時の報告義務＞不惑倶楽部の活動参加後に体調が悪化した場合は、必ず報告する。 

 

● 6/22追記リンク  日本協会 通達 【2020年 夏季の練習についての注意 ならびに夏合宿に向けて】 

【本規程の主意】 

万が一にも、不惑倶楽部の活動に伴って感染が発生すれば、他の惑ラグビーチームだけでなく、ラグビー界全体にも悪影響

が及ぶ可能性があります。このことを自覚して、平素から、責任のある行動をとりましょう。 

 

▼東京都発表  の緩和措置ステップ： 

 

5/26～ 

 

6/1～ 

6/19～ 

https://www.jrfuplayerwelfaresummer.com/
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▼【参考資料－１】： 

 

 

 


